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12 月を迎え、2019 年が終わろうとしています。みなさんにとっては 2 月に入試があり、4 月には

本校に入学して、人生の転機を迎えた年ではなかったでしょうか。また、天皇が代わり、令和という

新しい時代の幕開けとなりました。そんな年に入学したみなさんは、がんばろうとする思いが伝わっ

てくるとともに、今までの彦根総合高校の生徒にはなかった褒められるべき光景をよく目にすること

がありました。 

しかし、人間は慣れからの甘えが生じます。緊張感がなくなり、「少しくらいなら」という思いで、

人をからかったり、授業を疎かにしたりすることも出てきました。今一度、2019 年の終わりに一年を

振り返り、初心を思い出して新しい年が迎えられることを願っています。 

 

 

☆インターンシップお疲れさまでした。 
11 月 12 日（火）から 15 日（金）までの 4 日間、様々な職種の事業所で職場体験を実施しました。

先生たちが訪問巡回する中で、「よく頑張ってもらっています。」、「熱心に質問してもらって積極的で

びっくりしています。」など、事業所の職員の方々からお褒めの言葉を多くいただきました。また、事

業所の都合で学校へ登校し、自習した人もいましたが、しっかり取り組めていたと思います。しかも、

最後には教室の清掃を実施しましたが、誰もさぼることなく、すごくきれいにしてくれました。 

今年度のインターンシップは大きな問題もなく、無事に終了することができたと思いますが、遅刻、

早退、無断で欠席する人がいたことは残念でした。体調管理、報告することは社会に出るためにはと

ても重要なことです。このことも含めて、今回のインターンシップで学んだことを今後の高校生活に

活かし、自分の進路実現につなげてください。 

 

☆防寒着の着こなし、防寒具の使用に注意。 
 気温が下がって、日中も寒くなる時期を迎えました。学校生活では、登下校時に防寒具（コート、

ジャンパー、ウィンドブレーカーなど）の着用を認めていますが、本校指定制服のジャケットを着用

せずに、防寒着を着用することは認めていません。併せて、始業後、校内で防寒着を着用して生活す

ることもできません。 

防寒具（ひざ掛けなど）は、普段の授業内では使用を認めています。しかし、試験の際は、不正行

為防止の観点から使用を禁止しています。ルールをしっかり守り、注意を受けることのないようにし

ましょう。 

 

 

☆12 月 2 日（月）～5 日（木）2 学期末試験 

 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 

① 国語総合 現代社会 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 科学と人間生活 

② 保健 家庭基礎 社会と情報 数学Ⅰ 

③ 世界史 A 

※提出物は、期限までに必ず出しましょう。 

※欠席、遅刻の無いようにしましょう。（遅刻指導あり） 



☆12 月行事予定 
日付 行事名 日付 行事名 

1 日  16 月  

2 月 期末試験 1 日目 17 火 再登校指導日、ｲﾝﾀｰｱｸﾄ合同例会 

3 火 期末試験 2 日目 18 水  

4 水 期末試験 3 日目 19 木 学校評価アンケート、SC、SST 

5 木 期末試験 4 日目 20 金 終業式 

6 金 特別時間割開始 21 土   

7 土   22 日  

8 日  23 月 冬季長期休業（1/6 まで） 

9 月  24 火   ↓ 

10 火 SC、SST 25 水   ↓ 

11 水 1 年頭髪・服装チェック 26 木   ↓ 

12 木 保護者会（～19 日まで） 27 金   ↓ 

13 金 PTA 人権講演会 28 土    ↓ 

14 土  PTA はぐくみ 29 日   ↓ 

15 日  30 月   ↓ 

   31 火   ↓ 

※SC＝スクールカウンセラー来校、SST＝ソーシャルスキルトレーニング 

 

 

☆定期試験における注意事項の変更について（抜粋） 
 現在適用している試験に関するルールが現代社会にそぐわないのではないかということから、一

部ルールを変更し、2 学期末試験から適用します。変更内容は以下の通りです。 

  

 （１）試験開始 5 分前に入室完了し、着席しておく。 

 （２）机上には筆記用具のみ置く。筆箱は置いてはいけない。 

 （３）携帯電話、スマートフォンなどの通信機器は、朝の SHR 時に担任に預ける。 

（４）試験開始から終了まで、試験会場から退出してはならない。 

（５）（身体的にやむを得ない）事情がある場合は、担当教師に知らせ、許可を取ってから退室す

る。 

   ※トイレのために退室した場合は、試験会場に再入室し、試験を続けることができる。 

   ※体調不良のために退室した場合は、試験会場には戻らず、保健室に移動し、試験を続けるこ

とができる。 

   ※身体的にやむを得ない事情があり、退室した場合の試験の得点については、成績に反映させ

る。 

   ※欠課、遅刻については、通常授業と同様の扱いとする。 

   

他の生徒に迷惑のかかる行為や不正行為がないように、試験に関するルールをしっかり守り、

体調管理をして試験に臨みましょう。 

 


